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司
会
：
今
月
か
ら
い
よ
い
よ
本
書
に
入
り
ま

す
。
第
一
章
「
生
産
の
集
積
と
独
占
」、
第

二
章
「
銀
行
と
そ
の
新
し
い
役
割
」、
第
三

章
「
金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
制
」
ま
で
行
い

ま
す
。
レ
ポ
ー
ト
は
、
田
口
勝
義
東
京
西
部

県
協
事
務
局
長
で
す
。 

レ
ポ
ー
ト
報
告
と
討
論
は
一
つ
ず
つ
行
い

ま
す
。
田
口
さ
ん
、
ま
ず
第
一
章
か
ら
お
願

い
し
ま
す
。 

 

第
一
章 

生
産
の
集
積
と
独
占 

 

田
口
：
レ
ー
ニ
ン
の
『
帝
国
主
義
』
論
の
特

徴
は
、
自
由
競
争
か
ら
巨
大
企
業
が
誕
生
し
、

こ
こ
に
生
産
が
集
中
し
て
い
っ
た
と
い
う
歴 

       

史
的
事
実
か
ら
帝
国
主
義
を
説
き
起
こ
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
帝
国
主
義
の
基
礎
は
独
占 

で
あ
り
、
そ
し
て
こ
の
独
占
は
、
生
産
力
の

発
展
が
も
た
ら
し
た
生
産
と
資
本
の
集
積
の

必
然
的
帰
結
で
あ
る
と
、
レ
ー
ニ
ン
は
見
た

の
で
す
。 

 

特
別
剰
余
価
値
を
め
ぐ
る
企
業
間
競
争 

 

独
占
は
、
生
産
と
資
本
の
集
積
か
ら
生
ま

れ
、
そ
し
て
そ
の
基
礎
に
は
生
産
力
の
発
展

が
あ
り
ま
す
。
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
力

の
発
展
は
、「
特
別
剰
余
価
値
」
を
め
ぐ
る

企
業
間
の
競
争
を
通
し
て
実
現
さ
れ
ま
す
。 

資
本
主
義
で
は
、
ど
の
企
業
も
新
し
い
機 

       

械
や
生
産
方
法
を
い
ち
早
く
導
入
し
、
生
産

コ
ス
ト
を
削
減
し
よ
う
と
競
争
し
ま
す
。
同

業
他
社
に
先
ん
じ
て
コ
ス
ト
を
削
減
し
、
こ

れ
を
市
場
価
格
で
売
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

そ
の
企
業
は
、
特
別
に
大
き
な
も
う
け
（
特

別
剰
余
価
値
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
す
。 

そ
れ
も
束
の
間
、
す
ぐ
に
ラ
イ
バ
ル
企
業

が
追
い
つ
き
、
ど
こ
も
新
し
い
機
械
や
生
産

方
法
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う

な
る
と
特
別
剰
余
価
値
は
な
く
な
り
ま
す
が
、

こ
の
コ
ス
ト
削
減
競
争
を
通
し
て
商
品
（
生

活
手
段
）
の
価
値
が
下
が
り
、
こ
れ
に
規
定

さ
れ
る
労
働
力
の
価
値
が
下
が
り
ま
す
。
労

働
時
間
が
変
わ
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
資
本
家

独
占
の
成
立
、
金
融
資
本
と
の
融
合
・
癒
着 
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が
手
に
す
る
剰
余
価
値
（
相
対
的
剰
余
価
値
）

が
増
え
る
の
で
す
。
こ
の
競
争
は
、
労
働
者

を
犠
牲
に
し
た
合
理
化
競
争
に
他
な
ら
な
い

の
で
す
が
、
こ
れ
こ
そ
が
資
本
主
義
に
お
け

る
生
産
力
発
展
の
原
動
力
で
あ
り
、
資
本
主

義
の
歴
史
的
存
在
意
義
な
の
で
す
。 

 競
争
を
制
限
し
独
占
価
格
と
利
潤
の
実
現 

 

独
占
資
本
は
、
カ
ル
テ
ル
や
ト
ラ
ス
ト
を

結
成
す
る
こ
と
で
競
争
を
制
限
し
、
独
占
価

格
と
独
占
利
潤
を
実
現
し
よ
う
と
し
ま
す
が
、

特
別
剰
余
価
値
の
場
合
と
違
い
、
こ
れ
に
は

生
産
力
の
発
展
に
貢
献
し
た
と
い
う
裏
づ
け

が
あ
り
ま
せ
ん
。
独
占
利
潤
は
、
非
独
占
企

業
や
非
独
占
部
門
が
生
産
し
た
価
値
の
横
取

り
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。
レ
ー
ニ
ン
は
、
こ

れ
が
長
く
続
け
ば
資
本
主
義
は
活
力
を
失
い
、

「
停
滞
と
腐
朽
化
へ
の
傾
向
」（
１
６
１
頁
）

が
生
み
出
さ
れ
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。
資

本
主
義
が
衰
退
す
れ
ば
、
こ
の
土
壌
の
上
に

生
息
す
る
独
占
資
本
も
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。

独
占
を
守
る
た
め
に
合
理
化
競
争
を
止
め
さ

せ
な
い
、
こ
こ
に
独
占
禁
止
政
策
の
目
的
が

あ
り
、
こ
れ
を
「
経
済
の
健
全
な
発
達
」
と

表
現
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

も
う
け
は
労
働
者
が
つ
く
り
だ
し
た
も
の 

 司
会
：
ポ
イ
ン
ト
を
整
理
し
、
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
質
問
は
あ
り
ま
す
か
。 

槍
崎
：
資
本
主
義
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展

は
、「
特
別
剰
余
価
値
」
を
め
ぐ
る
企
業
間

の
競
争
を
通
し
て
実
現
さ
れ
ま
す
、
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
い
き
な
り
「
特
別
剰
余
価
値
」

と
言
わ
れ
て
も
ネ
、「
相
対
的
剰
余
価
値
」

も
含
め
て
詳
し
く
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。 

高
井
：
四
国
の
仲
間
が
『
賃
銀
・
価
格
お
よ

び
利
潤
』
を
学
ぶ
で
、
労
働
者
の
賃
金
と
は

何
か
、
資
本
の
も
う
け
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

る
か
な
ど
15
回
（
21
年
１
月
～
22
年
３

月
号
ま
で
）
連
載
で
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
ち

ら
も
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

あ
る
工
場
で
、
最
初
１
０
０
０
万
円
の
資

本
が
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
５
０
０
万

円
は
、
建
物
、
機
械
、
原
料
な
ど
の
生
産
手

段
（
不
変
資
本
）
に
投
じ
ら
れ
ま
し
た
。
生

産
手
段
は
そ
の
価
値
を
新
製
品
に
そ
の
ま
ま

移
す
だ
け
で
、
そ
こ
か
ら
も
う
け
は
生
じ
ま

せ
ん
。 

労
働
力
（
可
変
資
本
）
に
投
じ
ら
れ
た
５

０
０
万
円
は
こ
れ
と
違
い
、
労
働
者
に
支
払

わ
れ
た
価
値
よ
り
も
多
い
価
値
、
す
な
わ
ち

１
０
０
０
万
円
も
の
価
値
を
つ
く
り
だ
し
ま

し
た
。
そ
の
１
０
０
０
万
円
の
内
、
賃
金
と

し
て
支
払
わ
れ
た
５
０
０
万
円
を
超
す
も
の

は
剰
余
価
値
と
い
い
ま
す
。 

 

特
定
企
業
が
生
産
性
を
上
げ
て
、 

特
別
な
剰
余
価
値
を
得
る 

 

あ
る
企
業
で
労
働
の
生
産
性
が
２
倍
に
な

っ
た
と
し
よ
う
。
労
働
者
一
人
あ
た
り
、
一

日
10
時
間
で
今
ま
で
10
個
の
生
産
物
を
つ

く
っ
て
い
た
の
が
、
今
度
は
20
個
の
生
産

物
を
つ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。 



 - 42 - 

い
ま
労
働
者
が
10
時
間
働
い
て
付
け
加

え
る
価
値
を
１
０
０
０
円
と
す
れ
ば
、
生
産

物
１
個
あ
た
り
１
０
０
円
で
あ
っ
た
も
の
が
、

今
度
は
50
円
に
下
が
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。 と

こ
ろ
が
商
品
の
価
値
は
、
個
々
の
企
業

ご
と
に
決
ま
る
の
で
な
く
、
社
会
的
に
決
ま

り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
例
外
的
に
生
産
性
の

高
い
企
業
の
個
別
的
な
価
値
で
な
く
、
大
多

数
の
平
均
的
な
価
値
（
社
会
的
価
値
）
に
よ

っ
て
決
ま
り
ま
す
。
大
多
数
の
企
業
が
も
と

の
ま
ま
の
生
産
性
な
ら
、
以
前
通
り
の
１
０

０
円
で
売
ら
れ
、
一
個
に
付
き
50
円
、
余

分
な
剰
余
価
値
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
を
特
別
剰
余
価
値
と
い
い
ま
す
。
だ

か
ら
、
ど
こ
の
企
業
（
資
本
）
も
優
秀
な
機

械
（
生
産
手
段
）
を
導
入
し
、
生
産
性
向
上

を
め
ざ
し
ま
す
。
ゆ
え
に
、
ど
の
企
業
（
資

本
）
も
絶
え
ず
こ
の
特
別
剰
余
価
値
を
求
め

て
、
た
ゆ
ま
な
い
合
理
化
競
争
が
起
こ
り
ま

す
。 

 生
産
性
向
上
で
必
要
労
働
時
間
が
短
縮 

相
対
的
剰
余
価
値
が
生
ま
れ
る 

 
 

新
し
い
技
術
が
そ
の
生
産
部
門
に
ゆ
き
わ

た
る
と
、
特
別
剰
余
価
値
は
き
え
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
生
産
部
門
の
社
会
的
価
値
は
下

が
り
ま
す
。
こ
う
し
た
価
値
低
下
が
、
労
働

者
の
生
活
手
段
を
生
産
す
る
部
門
で
起
こ
る

と
（
労
働
力
の
価
値
は
労
働
者
の
生
活
手
段

の
価
値
で
決
ま
る
か
ら
）
労
働
力
の
価
値
が

そ
れ
だ
け
下
が
り
ま
す
。 

 

例
え
ば
、
食
料
や
衣
料
を
生
産
す
る
部
門

で
生
産
性
が
上
が
り
、
食
料
や
衣
料
の
価
値

が
下
が
り
ま
す
。
今
ま
で
５
０
０
円
だ
っ
た

も
の
が
４
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。
労
働
力

の
価
値
と
ひ
と
し
い
必
要
労
働
時
間
が
短
く

な
り
ま
す
。【
図
１
】
が
示
す
よ
う
に
、
必

要
労
働
時
間
が
短
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

も
た
ら
さ
れ
る
剰
余
価
値
を
相
対
的
剰
余
価

値
と
い
い
ま
す
。 

司
会
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
資
本
の

も
う
け
を
増
や
す
た
め
に
、
資
本
主
義
的
合

理
化
競
争
が
続
き
ま
す
。
ゆ
く
ゆ
く
は
、
労

働
力
商
品
の
価
値
が
低
下
し
、
ま
す
ま
す
労

働
者
の
搾
取
が
強
化
さ
れ
ま
す
。 

 

次
は
、
銀
行
の
役
割
の
変
化
で
す
。 

 

第
二
章 

銀
行
と
そ
の
新
し
い
役
割 

 

田
口
：
銀
行
は
資
本
の
集
積
、
独
占
の
形
成

に
と
っ
て
決
定
的
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

銀
行
の
本
来
的
業
務
は
、
第
一
は
「
支
払
い

【図１】 労働者の生活手段を生産する部門で

生産性が向上し、労働力の価値が下がる。 

（Ⅰ）       労働時間１０時間 

   必要労働５時間   剰余労働５時間 

    剰余価値率＝５÷５×１００＝１００％ 

 

（Ⅱ）       労働時間１０時間 

   必要労働４時間  剰余労働６時間 

剰余価値率＝６÷４×１００＝１５０％ 

＊必要労働時間が短くなり、剰余労働時間が長くなる 
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の
仲
介
」
で
あ
り
、
第
二
は
商
工
業
企
業
の

「
遊
休
貨
幣
資
本
を
機
能
資
本
（
利
潤
を
生

む
資
本
＝
産
業
資
本
や
商
業
資
本
）
に
転
化

す
る
」
こ
と
、
第
三
は
「
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

貨
幣
収
入
を
か
き
あ
つ
め
て
資
本
家
階
級
の

処
分
に
ゆ
だ
ね
る
」
こ
と
と
、
レ
ー
ニ
ン
は

説
明
し
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
銀
行
は
も
と
も
と
国
民
の
資

金
と
産
業
資
本
と
を

つ
な
ぐ
仲
介
者
で
あ

っ
た
の
が
、
銀
行
の

集
積
、
集
中
が
す
す

み
巨
大
化
す
る
に
つ

れ
て
、
産
業
を
支
配

す
る
全
能
の
独
占
者

（
51
頁
）
と
な
り
ま

す
。
レ
ー
ニ
ン
は
、

ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
、

フ
ラ
ン
ス
、
ア
メ
リ

カ
で
も
同
様
で
、
全

資
本
主
義
経
済
の
先

頭
を
走
る
少
数
の
銀

行
は
、
独
占
的
協
定

を
結
び
、
銀
行
ト
ラ

ス
ト
を
つ
く
り
、
産

業
資
本
を
支
配
し
、

そ
の
集
中
合
併
独
占
化
を
す
す
め
ま
す
。
こ

こ
で
の
説
明
は
、
銀
行
資
本
と
産
業
資
本
の

「
癒
着
」
と
い
う
よ
り
は
ド
イ
ツ
の
現
状
か

ら
、
独
占
大
銀
行
の
産
業
資
本
支
配
に
よ
り

独
占
化
が
進
ん
で
い
る
と
い
う
説
明
で
す
。 

 

戦
後
の
日
本
は
、
旧
財
閥
系
が
復
活 

 

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
日
本
で
は
、
三
井
、

三
菱
、
住
友
、
富
士
（
芙
蓉
グ
ル
ー
プ
）、

三
和
、
第
一
勧
銀
（
一
勧
）、
の
６
大
銀
行

（
１
９
９
０
年
代
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
に
、
経

営
統
合
を
は
か
り
、
３
大
メ
ガ
バ
ン
ク
「
三

菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
」「
三
井
住
友
」「
み
ず
ほ
」
に
集

約
さ
れ
る
）
を
頂
点
に
企
業
集
団
が
形
成
さ

れ
、
新
日
鐵
（
現
在
の
日
本
製
鉄
）、
日
立
、

ト
ヨ
タ
自
動
車
な
ど
独
立
系
企
業
グ
ル
ー
プ

と
と
も
に
絶
大
な
力
を
ふ
る
い
ま
し
た
。 

独
占
大
銀
行
の
力
の
源
泉
は
、
社
会
全
体

か
ら
遊
休
貨
幣
資
本
を
か
き
集
め
、
そ
れ
を

各
産
業
、
企
業
に
配
分
す
る
こ
と
に
あ
り
ま

し
た
。
銀
行
が
グ
ル
ー
プ
企
業
に
優
先
的
に

【日本における銀行の吸収合併、遍歴】 
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資
金
を
提
供
す
る
「
系
列
融
資
」
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
産
業
・
業
種
の
企
業
を
自
行
の
影
響

下
に
つ
な
ぎ
と
め
る
有
力
な
手
段
と
な
り
ま

し
た
。
グ
ル
ー
プ
外
で
あ
っ
て
も
優
良
企
業

な
ら
、
集
中
的
な
融
資
に
よ
っ
て
積
極
的
に

グ
ル
ー
プ
に
取
り
込
み
ま
し
た
。 

こ
う
し
て
独
占
大
銀
行
は
、
産
業
に
対
す

る
影
響
力
を
拡
大
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
を

可
能
に
し
た
の
は
産
業
界
の
旺
盛
な
資
金
需

要
で
し
た
。 

 

産
業
を
支
配
す
る
全
能
の
独
占
者
に 

 司
会
：
も
と
も
と
国
民
の
資
金
と
産
業
資
本

と
を
つ
な
ぐ
仲
介
者
で
あ
っ
た
銀
行
が
、
銀

行
の
集
積
、
集
中
が
す
す
む
に
つ
れ
、
産
業

を
支
配
す
る
全
能
の
独
占
者
に
変
化
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。 

千
葉
：
本
来
的
業
務
の
内
、「
遊
休
貨
幣
資

本
を
機
能
資
本
に
転
化
す
る
」
と
あ
り
ま
す

が
、
私
た
ち
の
「
タ
ン
ス
貯
金
」
な
ど
は

「
遊
休
貨
幣
資
本
」
で
す
か
。 

福
田
：「
タ
ン
ス
貯
金
」
は
、
資
本
と
は
言

わ
ず
資
金
と
表
現
す
る
の
が
妥
当
と
思
う
。 

 

こ
こ
で
い
う
「
遊
休
貨
幣
資
本
」
と
は
、

個
別
資
本
が
利
潤
拡
大
の
た
め
に
本
来
な
ら

ば
拡
大
再
生
産
過
程
に
入
る
が
、
自
社
の
設

備
投
資
な
ど
に
入
れ
ず
に
一
時
休
止
し
て
い

る
貨
幣
資
本
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
銀
行
が
集
め
て
、
大
き
な
産
業
資
本
に

貸
し
付
け
て
産
業
の
集
積
と
集
中
を
繰
り
返

し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。 

司
会
：
は
い
、
タ
ン
ス
貯
金
は
資
金
で
あ
っ

て
資
本
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
本
と
は
、

「
特
定
の
物
象
形
態
に
固
定
さ
れ
る
も
の
で

は
な
く
（
時
に
は
貨
幣
、
時
に
は
商
品
と
し

て
）、
剰
余
価
値
を
生
ん
で
無
限
に
自
己
増

殖
す
る
運
動
体
で
あ
る
」
と
、
坂
牛
教
室
で

何
度
も
教
わ
り
ま
し
た
。 

 

第
三
章 

金
融
資
本
と
金
融
寡
頭
制 

 田
口
：
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
は
、
後
発
資
本

主
義
国
の
ド
イ
ツ
が
、
遊
休
貨
幣
と
貨
幣
資

本
の
大
銀
行
へ
の
集
積
、
そ
し
て
そ
の
産
業

資
本
へ
の
転
化
を
通
じ
て
重
化
学
工
業
化
を

推
し
進
め
、
イ
ギ
リ
ス
を
し
の
ぐ
勢
い
で
急

速
な
発
展
を
遂
げ
た
の
を
目
の
当
た
り
に
し

て
、
こ
の
原
動
力
と
な
っ
た
資
本
を
「
金
融

資
本
」
と
名
づ
け
ま
し
た
。 

ド
イ
ツ
経
済
の
高
成
長
の
背
景
に
は
、
時

代
を
画
す
る
技
術
革
新
が
あ
り
ま
し
た
。 

レ
ー
ニ
ン
は
「
生
産
の
集
積
、
そ
こ
か
ら

発
生
す
る
独
占
、
銀
行
と
産
業
と
の
融
合
あ

る
い
は
癒
着―

こ
れ
が
金
融
資
本
の
発
生
史

で
あ
り
、
金
融
資
本
の
概
念
の
内
容
で
あ
る
」

（
78
頁
）
と
、
金
融
資
本
を
規
定
し
ま
し

た
。 特

権
的
な
少
数
者
に
よ
る
多
数
者
の
支
配

が
寡
頭
制
で
あ
り
、
金
融
寡
頭
制
は
、
貨
幣

資
本
と
貨
幣
収
入
の
大
部
分
を
手
に
す
る
独

占
大
銀
行
に
よ
る
政
治
・
経
済
支
配
で
す
。 

金
融
寡
頭
制
の
も
う
一
つ
の
手
段
は
、
金

融
機
関
と
産
業
企
業
、
さ
ら
に
は
政
治
や
行

政
を
つ
な
ぐ
人
的
結
合
で
す
。 

人
的
結
合
の
基
本
は
、
第
二
章
で
述
べ
ら
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れ
た
銀
行
独
占
と
産
業
独
占
の
間
の
取
締
役

や
監
査
役
の
相
互
派
遣
で
す
が
、
さ
ら
に
こ

の
派
生
形
態
と
し
て
レ
ー
ニ
ン
は
「
金
融
寡

頭
制
が…
新
聞
を
も
政
府
を
も
支
配
し
て
い

る
」（
91
頁
、
フ
ラ
ン
ス
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
リ
ー
シ
の
著
作
）
フ
ラ
ン
ス
の
例
、
ド

イ
ツ
で
は
、
土
地
開
発
の
許
認
可
を
め
ぐ
る

「
ベ
ル
リ
ン
警
察
や
行
政
官
庁
と
の
詐
欺
的

な
結
託
」（
94
頁
）
や
「
現
職
官
吏
の
銀
行

へ
の
転
職
」（
96
頁
）、
ロ
シ
ア
に
つ
い
て

は
金
融
機
関
を
監
督
し
、

銀
行
に
補
助
金
を
与
え

る
権
限
を
持
つ
「
信
用

局
長…

の
大
銀
行
へ
の

就
職
」
（
97
頁
）
を
あ

げ
て
い
ま
す
。 

こ
う
し
て
「
少
数
者

の
手
に
集
積
さ
れ
て
事

実
上
の
独
占
を
享
有
し

て
い
る
金
融
資
本
は
、

会
社
設
立
、
有
価
証
券

の
発
行
、
国
債
の
引
受
、

等
々
に
よ
っ
て
、
巨
額

の
、
し
か
も
ま
す
ま
す

増
大
す
る
利
潤
を
獲
得

し
、
こ
う
し
て
金
融
寡

頭
制
の
支
配
を
強
化
し
、

全
社
会
に
対
し
て
独
占
者
へ
の
貢
物
を
課
す
」

（
89
頁
）
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

 

ト
ヨ
タ
は
税
金
を
払
っ
て
な
か
っ
た 

 

司
会
：
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

豊
田
章
男
氏
が
社
長
に
就
任
し
た
２
０
０

９
年
度
～
14
年
度
ま
で
５
年
間
も
法
人
税

を
ト
ヨ
タ
自
動
車
（
株
）
は
払
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
一
時

的
に
営
業
利
益
は
赤
字
で
し
た
が
、
経
常
利

益
は
黒
字
で
す
。
だ
が
、「
外
国
子
会
社
か

ら
の
受
取
配
当
の
益
金
不
算
入
」
と
い
う
制

度
を
導
入
し
ま
し
た
。
自
民
党
へ
の
政
治
献

金
の
第
一
位
が
日
本
自
動
車
工
業
会
、
第
二

位
が
ト
ヨ
タ
で
す
。
ま
さ
に
、
政
治
と
の
癒

着
の
一
例
で
す
。 

 

司
会
：
次
回
は
、
第
四
章
～
第
六
章
ま
で
東

京
南
部
県
協
の
秦
康
博
副
会
長
が
レ
ポ
ー
ト

し
学
び
合
い
ま
す
。 

【華麗なるトヨタグループ一族】 

 豊田章男（とよたあきお）は１９５６年５月生まれで、テレビＣＭにも登

場するトヨタ自動車（株）の代表取締役社長です。曾祖父の豊田佐吉

がトヨタループの創始者です。祖父の豊田喜一郎がトヨタ自動車の

創業者で、父の豊田章一郎はトヨタ自動車の初代社長です。叔父の

豊田達郎は、学校法人豊田学園の２代目理事長と、父方の家系図だけ

でもすごい肩書が並びます。 

 豊田章男の母・博子は元三井銀行取締役・三井高長の娘で、三井高

長は三井財閥一族の伊皿子家８代目にあたります。父方だけでな

く、母方にも華麗なる家系図が広がる豊田章男。母方の曾祖父・三井

高平は、三井家初代当主ですし、三井家の家系図を辿れば、ＮＨＫ朝ド

ラ「あさが来た」主人公のモデルである広岡朝子の名前も出てくる

ほど。その他にも三井物産や三井鉱山社長など凄い肩書きが並ぶ。 

 ５２歳でトヨタ自動車（株）の社長に就任。豊田章男の年収は３億５２０

０万円で、他の国内自動車メーカー社長の年収と比較しても日本トッ

プクラスです。 


